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平成１9年度 第５回定期研究会 議事録 

 

日時 ：平成19年12月19日(水) 16：00～17：30 

場所 ：愛知工業大学 本山キャンパス ３階 大講義室  

 

出席者： 久保，小塩（名城大）,山田，葛，石川（名大），忠（豊田高専），清水（信州大），      

小里（国交省）,鈴木,中野（愛知県），前野,久野,田中，森下，鈴木，鷲，（名高速），小川（NEXCO中），

森谷（海洋架橋），安藤（富士Ｅ），鷲見（八千代E），佐藤，森田，矢木（中日本C），坂井田（帝国C），

長谷川，澤木（ｾﾝﾄﾗﾙ C），永田（創建），泉野（玉野 C）,加藤，藤田（長大），中山（大日 C），      

藤澤（新三重），杉山（ベルウッド），酒井（川田），山本（サクラダ）古田土，長屋，林（トピー），

織田，尾関，上田，中川（瀧上），山田，神頭，水野，高橋（日車）  

46名(敬称略)   

 

1.神武川損傷報告 

 講演者 ：名古屋大学  山田 健太郎 教授 

講演内容 

 神武川（国道25号線）にて多くの損傷が発生しており、教科書的な内容も多いことから、損傷につ

いて紹介をして頂いた 

 

2.定期研究会（忠研究会担当幹事） 

講演題目 ｢橋を守る｣ 

講演者 国土交通省 国土技術政策総合研究所 玉越 隆史 

講演内容 

多くの橋梁の損傷事例を紹介していただくとともに、橋梁の維持,点検のためのシステム構築の難

しさを紹介していただいた。 

道路橋の設計は法律が曖昧であり、また、新しい技術について、それが性能を確保しているか、

信頼性が有るかといった指標が足りていない。 

あるケースで基準を適用する場合、本当にその適用が妥当であるのか、基準が本来意図している

ところと実情とがずれていないか、といったことを念頭に入れて、計画を立てるのが重要である。

特に補修、補強工事には未だこれといった確立した技術がなく、いろいろな方法が考えられている

が、その方法で本当に問題を解決できるのか、その方法が他に悪影響を与えることはないか、施工

中に問題が発生したときの対処法は確立されているのか、と言ったところまで本当に検討されてい

るのか、疑問に思うケースもある。 

橋梁を維持管理する側も問題を抱えている。本来ならば、点検は近傍からの目視を行うことが原

則であるが、予算の点から、全橋梁に対し、これを行うことは不可能である｡不十分と知りながらも、

遠望による点検となってしまうケースがある。更に、今一番ホットな話題、新しく着目され始めた

問題というのは、現状の点検項目に盛り込まれておらず、次回の定期点検まで点検されないという

状況にある。人材という観点でも、橋を点検できる人間が他の仕事に流れていっているという問題

もある。 

管理する側、計画、施工する側、両者に対して問題提起がなされ、本講演の参加者においても関

心が高く、非常に活発な質疑が行われた。 

 

以上// 
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講師 
国土交通省 国土技術政策総合研究所 
道路研究部 道路構造物管理研究室  

玉越 隆史 
  
  

題目： 「橋を守る（道路橋の維持管理の現状と課題）」 
  
「題目要旨」 
 
   我が国の道路構造物インフラはすでに膨大な量となっている。 
  一方で、地域間格差や防災機能としての国土の脆弱性の問題も指摘されてお
り必ずしも道路ネットワークが充足されているとはいえない現状にある。   
そのため国では現在、道路構造物資産の効率的・合理的な形成と適正な保全

の両立を達成すべく種々の施策が検討・実施されている。 
   本講演では、道路橋に焦点を絞って維持管理をとりまく課題について内外
の事例や施策の実態を紹介しながら国等のとりくみと今後の展望に関する話

題を提供する。 
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4.77% 3.81% 7.92%
2.30% 2.96% 4.79%
7.07% 5.50% 11.88%
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